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　　　　The　SHIMODERA－NITrO　improved　dwelHngs　were　built　by　the　slum　clearance　program
　　　before　World　War　H．　The　aim　of　this　study　is　to　analyze　the　lnanagement　and㏄cupation　of
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　　　decided　by　the　dweUers’consciousness　and　by　the　type　and　story　of　the　dwelhngs。　The　levels

　　　of　the　oc㎝pation。f　the　co㎜on　space　are宙vided血to丘ve，㎝d　the町s　of　use　are
　　　discussed．

　　　　　　　κeyWords’prewar　f皿proved　dwellf且8｝chaη8e　ofεhe　ex亡erゴor　space，

　　　　　　　　　　　　　　σご。ロpa60n　of　co」囎エロ。ηspace，　ex亡e11亡fo1！of　co1加110df亡y；1ゴyノ丑g　fn　aノ’baηarea

　　　　　　　　　　　　　　戦前改良住宅，外部空間変容，共有空間の占有，あふれ出し，都市居住

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　機能を失い、住宅の再不良化が進んでいると指摘されてきた。しか

1．研究の背景と目的　　　　　　　　　　　　　　　　　　し、当時の高密度な居住状況などを考えると居住者にとっては、そ

1－1　研究の背景　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れはやむを得ない事態でもあった。ある意味では住み続けるために

　戦前の不良住宅地区改良事業で建設された下寺・日東改良住宅は　　現われた生活そのものの住戸外へのあふれ出しであったとも思われ

60年以上にわたって継続居住され、住みこなされてきた。住環境と　　る。

その形成過程をみたとき、外部空間の利用において、まさにこの住　　1－2　研究の目的と既往研究

宅の特色が現われているといえる。それは、居住者自らの増築およ　　そうした背景のもとで本論文は、歴史的に重要な都市・住宅計画

び表出し、あふれ出し等による共有空間の専用的な利用であり、本　　として位置づけられる戦前改良住宅における共有空間利用の実態を

来の利用目的に留まらない、柔軟な要素をもった（協調的な）占有　　把握し、占有の構造を分析するものである勘P2）。

である。それらは、共同住宅として永年の間（定住的に）住み続け　　既往研究に関しては次に示す2点に関する研究に注目して本論文

られていく過程において現われたある種バナキュラーな利用のされ　　を進めるものとする。まず第一には、歴史的共同住宅における共有

方であり、共有空間の再構成がおこっているものであると考えられ　　空聞の利用実態に関する研究である。本改良住宅に関しては、住田

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昌二による「不良住宅地区改良の研究」　（1967）3）のなかで外部空

元来この住宅は、不良住宅地区の改良住宅としての性格上、モデ　　間利用の実態にふれ、土地利用の混乱によって再スラム化を招いて

ル的な事業として当時の最新技術を用いて建設され、居住者の特性　　いることを指摘している。そして、居住者独自の増築による共有空

を考慮したプラン計画も行われていた。しかし改良事業の同一地区　　間利用実態に関する研究としては、同潤会に関する一連の研究”》5）

建て替えの原則のために前居住者を収容するには限界があり、住戸　　があげられる。第二に共有空間利用に関する領域論的研究である。

空間が狭小とならざるをえなかった。その後、市当局による住宅管　　領域論に関しては、鈴木研究室における一連の研究があげられる

理の事実上の放置と居住者自身による住宅維持の中で、各人による　　が、なかでも小林秀樹の学位論文「住居集合における共有傾域の形

居住空間拡張や占有が進んだ。本来共同で使われるべき空間はその　　成に関する研究」（1985）6）7）の成果が注目される。小林は、その
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生活領域および共有領域論において現代の地縁の新しいあり方の確　　占有化の特徴をみるためのヒアリング調査（162軒）を実施し（1992

立をめざし、共有領域の再構成、コミュニティハウジングスタイル　　年10月～1993年1月）、特徴的な部分については再ヒアリングを実

の実践を主張している。近年では、青木義次他による「開放的路地　　施した（1993年8月、11月、1994年1月～2月）P2）。

空間での領域化としてのあふれ出し」　（1993）8〕があげられる。青

木は、月島地区の路地空間を事例として、あふれ出しに関する領域　　2．外部空間占有における定義と分析の方法

論から計画概念の再構築を行っている。さらには、1970年代以　　2－1　用語説明

降活発になるデザインサーベイ論における様々な先行研究注2）9，があ　　本論において、本改良住宅における外部空間利用の特徴の1つで

る。それらは、農村集落や比較的良好な環境を持つ居住地を対象と　　ある占有に関する用語定義を以下に示す。

したものが多いという点に関しては本論文とは直接的な関連はない　　●占有（化）…共有空間の個人的（専用）利用（占有化とはその傾向

ものと考えている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　およびその状態をあらわす）。

　本論文は、そうした既往研究の成果に学びながら、以下に示す点　　●占有物…占有している部分におかれた構成物。分析に際して5段階

を明らかにしょうとしているところに特色がある。　　　　　　　　　　に分類した（2－3参照）。

　第一には、本対象住宅が住宅困窮者層、底辺層の共同住宅として　　●占有量（占有物総面積）…占有部分に占める占有物の総面積。上下

供給されてきたという歴史的経緯をふまえた上で、「出し家」とい　　におかれているもの、たとえば物入れの上にバケツを置いてある

う住戸開口部からの増築に代表される、本住宅の外部空間利用とし　　ような場合には、両方の面積が含まれる。

て特徴的に現れた占有（共有空間の専用利用）の実態を明らかにし　　●占有面積…占有された領域の面積（共有空間への水平投射面積）。

ようとしていること、第二に、　「表だし」、「あふれ出し」という　●占有量率…各共有空間面積における占有量の割合であり、占有の量

分類にみられるこれまでの占有化の枠組みでは捉えきれない構造　　的密度を表す（各共有空間面積／占有量：箔）。

を、占有意識の積極性・消極性という視点によって5段階の占有と　　●占有率……各共有空間面積における占有面積の割合であり、占有の

して捉え直し、長期的な居住のなかで、積極性から消極性にいたる　　　面的密度を表す（各共有空間面積／占有面積1％）。

占有のせめぎあいが行われている実態を把握すること、第三に、そ　　2－2　占有物の分類と分析の方法

うしたせめぎあいの中で、廊下型等の計画においてみられる積極的　　本論では、占有物は居住者の占有意識を投影しているものである

な占有である立体路地的利用といった登かな住まい方が行われてい　　という考えから、まずは客観的に占有物の種類と量（密度）を把握

ることを明らかにしょうとしている圃。　　　　　　　　　　　　し、それをもとに占有にみられる空間的・意識的特性との相互関係

1－3　調査の：方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図1、後配）をみる。共有空間の利用特性をみるにあたり、まず一

　本調査の対象は、昭和6年から9年にかけて大阪市浪速区に建設　　般的に考えられる一共有の度合い一にみられる特性によって共有空

された下寺・日東改良住宅（下寺住宅264戸、南日東住宅260戸、北　　間を分け（階段室住戸前、廊下住戸前、階段室踊り場、廊下型階段

日東住宅60戸）である往4｝。調査の方法は、3改良住宅における各　　室、屋上、中庭、住宅道路）、それぞれの占有の特徴をみる。表1

共有空間（廊下、階段、屋上、道路）のプラン別に10crn四方のグ　　に各改良住宅別の基本面積と共有空間面積の状況を示す詫5）。

リットを入れた図面を用意し、居住者が置いている様々な占有物の　　　（1）占有物の種類と占有行為の分類

種類と量をサーベイ調査した（1993年10～11月目。また、居住者と　　共有空間の占有に至る過程を考えると2つの重なりとしてとらえ

表1住宅別基本面積表

…輪戸≒和幣響穫黙空聾離無難懇望鵜響鞭
　　　　1　　　　18　　　－　　　18　　　23α40　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　98．71　　　　　一　　　　　　一　　　　　17．98　　　　　－　　　　15752　　　　　一　　　　　　＿

　　　　2　　　　53　　　－　　　53　　　723．12　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　29637　　　　　一　　　　　　一　　　　　51．13　　　　　－　　　　513，20　　　　　一　　　　　　一

　　　　3　　　　53　　　－　　　53　　　594，64　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　286．68　　　　　一　　　　　　一　　　　　53．57　　　　　－　　　　482．80　　　　　－　　　　454．4

　　　　4　　　　47　　　－　　　47　　　51024　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　245．20　　　　　一　　　　　　一　　　　　47．26　　　　　－　　　　449．68　　　　　－　　　　373．44　　　　327蔦2

　下寺　　5　　て2　　－　12　14α04　6701．64　47・72　　0．39　　1327　　65・40　　一　　　一　　で2・74　　－　　108・56　179・04　　一　〔1Z5．6号揮）

　　　　612－12140．04〈0477＞135　　　 65，40　一　一　12．74　一り0＆56 一　一
　　　　7　　　18　　18　　36　　430．32　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　153，16　　　　－　　　　97，42　　　4＆92　　97．42　　299，92　　274．88　　　　－

　　　　8　　　　18　　　15　　　33　　429．68　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　151．28　　　　－　　　　87．01　　　49．6B　　　87．01　　　27896　　312。24　　　53．68

　　　’」、計　　231　　33　　264　　319＆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1362．20　　　　－　　　　18443　　294．03　　184．43　　2399．2　　766．16　　827．84

　　　　1　　　　－　　　102　　102　　1159．9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　40724　　　502．14　　　　－　　　　445．62　　832．16　　　　　－　　　　606．28

　　　　2　　　　－　　　36　　　36　　　556．34　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　220．65　　　183．93　　　　一　　　　霊56．99　　365．52　　47t98　　　　　＿　　　　　421　t14

　　　　3　　　　－　　　36　　　36　　　576，32　　6692．20　　　50・22　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　220・65　　189・78　　　　－　　　　162・84　　371β4　　66848　　　　一　　｛t23．4．5号棟）

南日　　　　4　　　　－　　　21　　　2¶　　　270．96　　＜0502＞　　　　147　　　　0．32　　　　1222　　　　　－　　　　　84．04　　　9263　　　　　－　　　　　92．63　　　205．28　　　　　一　　　　　　一　　　　　　17952

　　　　5　　44　21　65　797．40　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　272．04　　40．69　113、97　51，58　1¶3．97　623．44　　　－　　465．7　｛34．5号棟）

　　　’」、計　　　44　　216　　260　　3360，9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　272．04　　973．28　　1082．　　　5t58　　　972．06　　239a2　　1140．　　107t98

　　　　1　　　30　　　24　　　54　　　682．03　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18t98　　　63．93　　　で18．19　　　40．06　　　118．19　　517．34　　509．37　　　　一

語ヒ日　　　　2　　　　12　　　－　　　12　　　156．ア0　　　3042．26　　　49、45　　　　　　　　　　　　　　　　　82．58　　　　　一　　　　　　曜　　　　　17．61　　　　　－　　　　116．00　　　156．35　　　　　r　　　　　3545372

　　　　3　　24　36　60　665万3　＜0495＞　　146　　0．31　　1116　　139β1　137．04　191．20　　30．11　141．16　535．28　　　－　　348．72　（12．3号棟）

　　　4、計　　　66　　　60　　126　　1504．2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　404．17　　200．97　　30939　　　8778　　　25934　　116a6　　　66573　　348．72

　　　　　　　　　　　　　　　　16436．1　　　0Ψ49
　計　　3413。965080637〈q491＞1照　　　　　203a42117425157α2433・391415朋596a　257Z322輔45。7272
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ることができる。ひとつは住戸空間が狭いことから占有物を出さざ

るをえないという物理性であり、いまひとつは周辺居住者との関係

での意識性（例えば、出させてもらうという遠慮や逆に隣も出して

いるのだから出して当然といった意識）である。

　そのような占有物は、周辺居住者や周辺環境、ひいては住環境に

影響を与える。それは居住者による積極的占有から消極的占有まで

の様々な占有意識とも対応する。ここでは、そうした視点から多様

な占有物の種類を、積極的、消極的、中間的という占有行為におい　①④
て順に以下の5段階に分類する酬。

　①路地的表出し（盆栽、曲論、床几、椅子等）　　　　　　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　｝

　利用者の積極的（能動的）な意識が強く現われているものであ　　　総，．　　＿、

り、居住者の交流という点では拠点となり、結果的に共有空間（住　　　額　　　　’澗．

環境）に豊かさを与える役割をもつことが多い。個々の占有物は小　　　．謹．　　『　　　窓

さいものが多ぐ群・な・て領域化しやすい・のである・　　．曳雲

　②利便的表出し（洗濯機注り、洗濯物、バケヅ等）　　　　　　　　　lI二1・1’1．’”「1、　　　　　　『．∫　　L

　本来住戸内に置くべきではあるが、本改良住宅では、設備や空間　②⑤
の特性上、共有空間に置く方泄利便的であるもの、またはそれらを　　　　　　　　　　　　　野・

利用するときに必要なもので、意識的にも積極性（能動的）は高い　　　　　　　　　　　　　　　　。，　　　①：路地的表出し

と考えられる。共有空間（住環境）を煩雑にするが、居住者の生活　　　　　　　　〆〆．　　　愚㌔‘一　　（鎌’植駄床几’　好等）

感蹴繊塩出。（出し家、物置注8）、自転車、車等）．弛　誕、　②利購出・

　本来外部に置く（置かざるをえない）もので、比較的大きく共有　　　闇三，・9　．　　　　ピ

空間を占有することが多い。意識的には積極性はそれほど強くない　　　　　　　　　　　　・　　．　　　③必然的あふれ出し

力丸癖直に共艘間を画してしまう．共有空間（住環境）に与　姥ζ．．　1・出・氣蝋・鱒・

える影響は大きく、この住宅の特徴を決定する中心的な占有物であ　　　　　　　　　　　　　　　’

繍灘鷲識謝ま　て　蝕趨・　1ゴ④　し
　本来住戸内に置くものだが・住戸の狭小当身の理由によってやむ　思よ臨池飛上．．　　　”　．，ご　　　⑤ゴミ的あふれ出し

をえず共有空間に出さざるをえなかったものであり、移動は容易な　　　　　　　　　’　　，　　　曹

ものである．必然性が高いが住環境を煩雑にする要素の強いもので③
あることから・占有意識においてその積極性は低い。　　　　　　　　　　　　　　　　　写真1　占有物種類の例示

　⑤ゴミ的あふれ出し

　まさに新聞、古雑誌、廃材等のゴミ的なものが住戸外にあふれ出
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　y
ているもので、長い間放置され、共有空間を煩雑にするとともに住　　　　　　　　・　・一　・．一一．・　　・一一．一・

環境の悪化を最も招くものである・居住者の住環境に対する意識に　　　　　　　　　　　；　　　占

関しても最も低い。以上の占有物の各種類を写真1に示す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　有　　　　　1

（・）占有化欄分析の方法　　　　　　　一一一一；一一斐一一箭垂・一．一…；
　占有化の特徴を、共有空間特性別に占有量と占有種類別割合およ　　　　　　．　　　　　　　　　　●　　　i

ぴ占有率（％）によってみる。また、空間的特性と占有意識的特性　　　　　　　　　　「　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　占有量率平均a肌18．6％
（積極的占有～消極的占有）との相互関係をみるにあたっては、図1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　消極的占有　　　　　　　　積捧的占有
に示す方法によって表す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　まず、共有空間別の占有量率をy値とする。次いで、占有意識的特　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

離露濃墨駿犠繍織嘉幽幽　　一r同日一一一レー一一

は先に中庸と規定したので、これら2者の占有物の占有意識特性を　　　　　　　　　　　　　　小

積極的とみる）とあふれ出し占有物およびゴミ的占有物の占める割　　　　　O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　X
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－1　　　　　　　　－0．5　　　　　　　　　0　　　　　　　　　＋0，5　　　　　　　　＋1
合（占有意識特性を消極的とみる）の差を全占有物で割った値をx値

とし、差がゼ・の・きを縦軸・・恥・）に卜する．・の・と　望蟹臨調膿窮月＋⑨

によって各共有空間特性聞の位置的関係を決定する・そして占有化　　　　　　y：占有量率〈％〉

の空聞的特性（住宅、建築形態、階数、各共有空間）における、占　　　　　　　図ユ　空間的特性と占有意識的特性相関図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一253一
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有化の大小と占有のされやすさ、および占有
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　黙灘　，、…撫　嘉・・嵩　．謡∫囲岨頼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ξ宰　葺　　1：，自　、＾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馨

共有輔の繍別に朝（共用）利用の状　驚，蝦

および占有の意識性によって規定し・「占有　　　　　下寺住宅　　　　　　　　南日東住宅　　　　　　　北日東住宅

化の構造」の把握を試みるものである・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図2　各住宅の配置計画

3。共有空間占有化の特色　　　　　　　　表2　南日東改良住宅共有空間別占有化状況

　各改良住宅は、階段室型、廊下型住棟の囲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛㎡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　占有量　占有面積共有面積
み配置（1型を、L型、コ型で囲む配置）に　　　　　　　　　　　　、獄　　　　　　ゴ．　　　　　〈，〉　〈，〉　〈s＞　　　　＜57s＞

よって構成されており、中庭、倉庫等も計画　　階段室　α唱　　L16　　1・92　　α87　　0葡　　0・45　　533　　4邸　　5158＿．，皿鏡．，．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9．01弼　　　2L765　　　36．OZ晃　　　1632傷　　　844栃　　　844栃　　　100．00栃
されていた。また、多様な住戸プランも計画　　餅　　砥η　57ユ7　測鋭　鉱37　2q7　1＆16　47＆03　45974　g加6＿一6L3q翫一．

されている。そして増築、出し家、表出しな　　　　工翫7錫　1L9筋　5＆9腸　7．19栃　43鳩　3加価　10α00栃

ど様々な要素が加わる・と1・よ・て、外部空膿 C蕩揺，撮1論，概燕1撒”酪脇…謝懸一…
間は非常に変化に富んだものとなっている　廊下型　＆10　5，00　3＆76　82ユ　Z鰯　　5．87　蛸139　89．α；　973ユ8一一一一息1無一＿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8路95　　　5245　　 40．635　　 8石2瓢　　 30．86弘　　6、15価　　100．005
（図2）。本章では、まず共有空間の占有が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　屋上　　54，47　　3．2ユ　　31．29　　＆53　　14．24　　020　　1U．…擁　　108．7　23％24一一一．」邸五一一一

最も特徴的にみられる、南日東改良住宅につ　　　　鵜，｛競　2，875　2795砺　？舵砺　12．η瓢　O，1脇　10σ．00栃

いて概括的に考察する。次いで、3つの改良　　中庭　〔既74　573　34＆39　39　　1638　B刀　45341　蝦〕z71　ユ14α46一一一一託Z渦…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14　0噺　　12粥　　　684易　　0．865　　　3．61男　　　2．935　　100．00傷
住宅について空間的特性からみた外部空間利　住宅道　　衡2ユ　4餌　　16746　1η　　10．9　　2脚　　252．％　1弓9加　価53

用と占有化の分析を行う。　　　　　　　　　　　　　瓦185　1瀦5　662燭　O銘弘　43陽　1・1腸　100・00弧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　　　262．18　　7＆22　　87750　　6L83　　101．06　　4ユ．61　　14224　　134231　6938．45　一＿＿」，』β雲L＿＿＿

3－1　共有空間利用の状況と特徴　　　　　　　　　184謁　55。5　61・6賜　4蕊5　7・i幅　z璽筋　100・oo栃

（1）南日東改良住宅の共有空間利用概要

住棟は、南北に敷地を貫通する主要道路を挟み込む形で2、3号棟　　有の姿を示している。住民の共同的利用という意味あいでは、充分

が平行に配置され、それを1、4、5号棟で囲む配置となっている。　　に共有空間としての役割を果たしている事例であるともいえる。

建物の形態は、廊下型が基本であり、5号棟のみが階段室型となって　　　（2）占有化の状況

いる。そして、主要道路に面して1階には店舗型の住戸（32戸：現　　　表2、図3に南日東住宅の占有化の状況を示す。他の2つの改良住

在は5戸が店舗として利用）が、1号棟3階には1寝室型（単身）住　　宅に比べて空地面積が大きく、1階外部空間は余裕のある利用がさ

戸（28戸）が計画されている。また、1、2号棟と3、5号棟の問にそ　　れている（占有率平均19．4％）。占有率をみると住宅道路が61．4％

れそれ中庭があり、その南端には地蔵と稲荷がそれぞれ奉られてい　　と最も高く、廊下住戸前47。3％、中庭35．8％と続く。とくに住戸前

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　廊下の占有が高いことが特徴的であり、廊下では占有されやすいご

　増築、出し家の状況をみると、建物の基本形態が廊下型であるた　　とがわかる。中庭は、既存倉庫の所有者、隣接棟1階居住者、新た

めに2方向への出し家をしている住戸は少ない。廊下に出し家がで　　に住戸を建てている者や駐車場として利用している者等によって占

きるのは、1階住戸、および2、3階隅部の住戸のみであり、いずれ　　有されており、その共有空間は共同利用されていない（必然的占有

もその大きさは廊下の幅にとどまる。1、5号棟の裏手通路側、2、3　が76．8％と最も多く、かなり私的な占有の状況がうかがえる）。屋上

号棟の主要道路側では（1階店舗前を除く）ほとんどの住戸が出し　　では占有率（4．5％）が比較的低い。これは屋上防水工事のために占

家をしており、上階ほどその規模は小さい。また、3号棟中庭では、　　有物が一時撤去されているためであり、それ以前は占有率もかなり

そこを占有して店舗（お好み・うどん）兼住居としている例があ　　高かったとのことである。また、階段室踊り場、廊下型階段室の占

る。不法占拠であり、空間の専用利用という意味では本来の共有空　　有率は低く、かつ消極的占有（あふれ出し、ゴミ的占有物が比較的

間としての利用はされていないものの、　「出前」を通じた安否確認　　多い）傾向が強い。

（とくに一人暮らしの高齢者にとっては重要である）や、井戸端会　　3－2　共有空間別占有化の特徴

議ともいえるサロン的な位置づけがされるなど、この店が本改良住　　（1）共有空間別にみる占有化の特徴（図4）

宅居住者の重要な交流の拠点となっており、共有空間を専用利用し　　①階段室……共同利用の度合いが比較的高く、通行部分を除くと

ながらもその役割において共同性を持つという点において重要な占　　あまり占有できないために比較的占有物は少ない。占有物種類は、

　一254一
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　　▽隅一　　　¶　　　　　　　　i1号棟　　噛　　　　　　　　’難　○櫨耕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔］　ブランタ＿

　　　　　　　　　　　　．　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　匪団橿鷺
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　．．　．・口．　’　　　　　　◇幣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■既家倒縞）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋＋　バリケイド

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑　　・遅二y

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区｝瓢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　囲商贔

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図漣し台

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　●聡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E＝コ　　　　　　　　　　　　　　■麟
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畢　　　　　　　　　　　　　　　　　　匡］電働・朔

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5号棟　　　　　　　激．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　1　　　5　　　　　10　　　　　　　　20【m｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図3　南日東改良住宅1階共有空間利用状況図

階段室住戸前では積極的占有側ヘシフトしている。

これは利便的な占有物が多いことがその原因であ　　　　　　　　　　　　　　　　y〈占有量串（％）〉

り、路地的な占有にはいたらないが、共同利用性が　”一　　’　一『”一『∵’一　．70b．．　『『．　写：　』幽‘’．‘「　一’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一凡例一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

謙嚇翻画壇1鶉濫；灘宅：　　；紳岬　1
れる・一方階段室踊り場では占有物は・あふれ出　、　k；北日戸住宅　　．　　6αo　　　　、i　　　l

l戴lll灘1撒ll鱈1灘・1＿雨曝緬一丁
していることが鰍である・すなわち鰍室住戸前；e鰍室住戸前：　　　　li1：

錨糠灘雛鳥潟姦商難じ．畿懸場・i一一翻器帆・i・・一・…i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　し

上燗思い北日東で鵬室踊∵膿1　よ＿＿姻｝1鰍」＿ま

器論薦簾て計上・3窪筆道．∵碑糾蜘
豊蝶欝鐡毒口纒妻訪蝶Σ鶉L…・…琶・噺b：♂…・一士…忍遍ρ・÷…∴・吊

た形で廊下部分への占靴がされやすか。た。と…　．　、げ←“11’159｝　蛸1“20・1611・　，

罐麟灘難黎灘ξ急一…；・・螺輩鞠66・劔・1岱1’；呼4＿一；

一発＿＿＿翻幽岬幽il嚇論
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　x
有へとシフトしていることが特徴である。これは、一〇．6　　　．04　　　－O．2　　　±α0　　　＋α2　　　＋0，4　　　＋0．6

共有空間の特性として面的に領域化されやすく、共　　　　←消極的占有　　　　　　　　　　　　　　　　　　積極的占有→

有の度合いが中庭や道路に比べると低いことと、か

つ開放的な空間であるために、植栽や菜園等による　　　　　　　　　　　　図4　共有空間別占有化相関図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一255｝
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路地的占有が多い（南日東と北日東の一部は、屋上防水工事のために　　表3　建築形態別占有化の状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単箇〔冨）
占有物が塒除去されている）こと等の理由からであるとおもわれ　　　　・・轍　　　轍薇翻占解
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　路地的利便的必舳あふれ出　ゴミ　その他くゴ〉〈・〉　＜S＞　与有量率

　④中庭・道路……共有の度合いが高いにも関わらず、比較的大き　　階　　　6石　15U。，4　2幻　35．9　・3．62。42・95・隅03＆4　瓢

く占有化しており、なかでも必然的占有物が多くを占めている。と　　　　　3’2　τ4　54』1覧11’1覧176瓢　6マ覧L。。煽　　　　　　10。覧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　廊下型　　9エ，7　　84．3　358．2　　59．4　　5工9　　31．9　687β　　5572．750．5　　23．9覧
くに中庭では住戸の設備室側が面しており、倉庫や、住棟によって　　　　　13．3　、23　52．踊　＆6覧　g鰯　4，6覧、。0，。瓢　　　　　念5．0瓢

閉鎖的な空間となっていることが多いために、各住戸の出し家は中

庭まではみ出して占有されていることが多い。道路は、基本的には　　　　■路纈9口鞭的■端的目赫れ出し國ゴミ的圏そ㎎

一時的な必然的占有物である自動車や自転車等によって占有されて　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　。

おり（とくに階段室周辺に群として領域化している）・それ以外で肝　　　．1．灘・．・淵1響’瓢野コ．・・

は高官戸前で一鰯植え等の路繭占有物1・よって占有されている　　．　．　　　．　　一漏

甥欝謙段階性と占有化の関係　　　臨　　灘5一・熈　伽
　各共有空間を、空間の共有性によって段階的に示し、占有化の特

徴との関係をみると、鰍室住戸前傭下型住戸前蔀下型階段　　図5建築形醐曾比鮪㈱徴．占牌

室、階段室踊り場とその共有の度合いが大きいほど消極的占有が行

われている．しかし、よ鈍間共有性力ξ大きくなる一命底道　　■路鮒ロ鞭画面必㎜目榊出し囲ゴミ咽その他

路では比較的占有化も大きくなり、積極的占有側ヘシフトしている　　　脳　　　2鰯　　　4鳴　　　6帳　　　80覧　　　100路

など、共有空間の共有性の度合いが占有意識に影響し、占有化の度　　　1階　　　1罷、1∴．・、、欄．．ll鯉、；li，，．∵「．だ．、～，＿．｝ル閣、品題、，u雑　4包4

合いにも違いが出ていることが分かる。　　　　　　　　　　　　　　　5．02．8　　　　　　88．7　　　　　　　　1．5α9〔15a1｝

3－3　建築形態別共有空間占有化の特徴　　　　　　　　　　　　　　2階　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≒ii　59・o

　占有化という行為自体、空間を媒体としたものであり、空間特性　　　　　1＆2　　　26．3　　　　29β　　　¶417．34．2

に影響を受けることは当然である。ここでは、2つの基本建築形　　　3階　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：i‡1：i6a3

態、階段室型と廊下型との関係で占有化の構造をみていく。　　　　　　　　　221　　　243　　　1＆2　　1λ0　10ゐ7β

　（1）階段室型と廊下型の占有化の比較　　　　　　　　　　　　　　　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i（6調

　表3は、階段四型（踊り場、階段を含む）と廊下型（階段室を含む）に

おける占有化の特徴を示したものである。これらをみると明らかな　　　　　　　　　図6　階別占有物特徴’占有率

ように、廊下型の占有率が、階段室型に比べて倍以上も高く（階段　　　　　　　　　　　　y〈占刷虐細〉

姦謙縄畿9灘轟鷲鮭鱒勇鷺麓露　　㎜びi・講・1：．
地的表出しをみると、実に4倍（住戸前では3倍）の違いがある　＿一．＿一．．．．．一」．＿、：腱器謹

（3．2％、13．3％）ことからも、廊下型の空間の持つ占有のされやす　　　　　　　　　65qo　2　i　　　　●1麟㊥鵠○繍

さとともに積極的占有の行われる状況が明確に読みとれる。また、　　　　　　　　　　　　　　　i

階段室型において階段室全体と階段室住戸前の占有状況を比べる　　　　　．＿　＿　一．＿　＿＿．＿1一一一．．一＿　＿．一＿．＿．一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　600，0　　　　1
と、住戸前では、利便的占有物の増加とあふれ出し占有物の減少が　　　　　　　　　　　　　　　　i

特徴として現れている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　（2）住戸前廊下共有空間占有化の特徴　　　　　　　　　　　　　　　　「冒置”　’　200・幽’一”一｝一門’”曽暫’‘’”瞥曹．’噛福ゴ前i郎

　本改良住宅の特徴的な占有化に、廊下部分の利用があげられる。　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　⑰3

ここでは、階別に、廊下をもつ住棟をまとめて比較し、住戸前廊下　　　　＿．、　一一　　　一一i一．＿．一　一．⑭2．．、一．、．　一

の占有の特徴をみる。図6、7に階別心戸前廊下占有化の特徴を示　　　　一15bb一．一1一．一σ　　　一

肌階別に特徴をみると・・階では空間的に占有・やすいことか・も　＿．一一一一＿．鴨｛…．腰…．曜．．＿一．．

占有率は429．4％と、2、3階に比べてかなり大きい。1階での占有　　　　一．一．＿一　．．　　．．＿i＿一一一．．．．．．一，．一，一勢1鯉塑

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロむ　　　　　コ
物特性は、必然的あふれ出しの割合が大きく、階が上がるとともに　　　　　　　　　　　　　＠i
　　　　　　　�

少なくなる。他方、路地的、利便的表出し、あふれ出しは、階が上　　　　一．＿．一＿、＿．．一．、i．．＿＿．．．．．＿．鱒1憾τ

がるごとにその割合は遍き・な・・そのために象・階では積極的占　酬…・・一・畿…．餐．・禽⑬一一一桝1

有側へとシフトする傾向がある一二的あふれ出しの優先性どそ　　　　　　i1　σ　σ
れを確保できないことによる路地的、利便的表出し、およびあふれ　　　　　　　　　　　　　　豊i

出し増加の傾向がわかる。また、各廊下に面する住戸の居住者特性　　　　　　　　　　　　　　着1　　　　　　　　　　　　翼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一〇．4　　　　　－02　　　　　　±0．0　　　　　　＋0．2　　　　＋04　　　　　　＋0β　　　　　＋0．8
によって占有のされ方が左右されるものの、各廊下の空間特性、つ　　　　　←消橿的占有　　　　　　　　　　　　積橿的占有→

まり空間の開放性や廊下が面する部分（倉庫・道路・中庭等）によっ　　　　　　　　　図7　住戸前廊下占有化相関図

　一256一

安藤元夫　ホームページ



て占有化に特徴がでる。とくに中庭に面する廊下（2、3階）では、路

地的占有物による占有が行われやすく、廊下前に建物や、倉庫が建

てられている部分や北面廊下の一部では路地的占有物が減り、より　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，

消極的な占有が行われやすい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ε〉　　　．

4．共有空間利用の特徴的事例

　　（D南日東改良住宅3号棟2階、住戸前廊下の占有　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1蓼、

　南日東のもっとも特徴的な占有として、廊下部分の占有化があげ　　　　　　　　　　　　　　嶺　　　　　　　　　　E

られる。建物の基本的な形態が廊下型（1・2・3・4号棟、5号棟の

一部）であることから、住戸前共有空間では、他の改良住宅に比べ

て大きく占有化している。特色としてあげられることは2階、3階

廊下の路地的および利便的な占有物による占有が多いことである。　　　　　層

これは、共有空間としての共有（利用）性が階段室に比べて比較的　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一凡例一

葺Σ：窪襲鵬礫籟欝準準享ζ怨　’　　・　　甑
8をみると2、3階廊下では路地的占有物と利便的占有物が、全占　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キ，績木照

有物の約50％と非常に高い比率を占めていることがわかる（1階廊下
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田日プランター

では占有率が763・3％とずば抜けて多いが・これは1階の廊下前が　　　　　　　　◇・・
中庭であり、既存倉庫があるためにかなり閉鎖的な空間になってい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一物干し竿
るからである）。また、日常的に廊下は、洗濯や物干しとして利用　　　　　．

されている。昼には洗濯物が廊下一面に干され、一時的な利用にと　　　　　．．　　　一　　　　　　　　　　　　㊥タラィ

もなう占有が行われている。また墨夕を通じての井戸端会議、植　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□　洗鰍

木や盆栽に水をやる光景がみられる等、その利用のされ方や占有状　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×　ほうき・ちりとり

況をみると、まさに下町的な路地空間が立体的に構成されていると　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圏凱累

いえる。現在のマンションや共同住宅の廊下にみられる殺風景な空　　　　　　　　　　　　　　　ミ　　　　　　白物入

間とは異なり・生活感のあふれた豊かさを感じとることができる　　　　鳳　　；　　　口猟
（図9、写真2に3号棟2階の利用状況を示す）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る　　　　’　　［Z］流し台

　（2）同改良住宅中央階段室での”ハレ闘的共有空間利用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　殴木材

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▽ゴミ箱
　一方でこの廊下では、共同的な共有空間利用においても豊かな事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翻灯蹄

例をみることが出来る・それは註榊央階段室であり・その踊り　　　　　　　　目・ケース

場に奉られたお嬢さん（鰍所有）をめぐる心的な共關賄　　　　　　舌．　　囲劇
空間利用である。それは毎年、8月23日、24日遅「地蔵盆」にお　　　　　　　　　　　　　　ゴ　　　　・

し瀦翻犠購繍纏灘雛欝。階　　．　轟　ロー・
段室の利用状況を示す（写真3）摩1。）。　　　　　　　　　　　　　　　，．

　　■醜的□利働■蝋的目あ創出し困ゴミ心血その他　　　　　’ご　　　　灘ii

　o86　　　　20％　　　　4096　　　60％　　　　80覧　　　100瓢占有率　　　　　　　　　　　　　　　　1≡li難

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（28．0）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（38．9｝　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔＝＝－■■■■■■■■■■［＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝コ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　1　　　　　5　　　　　　　10｛呵
　　図8　南日東住宅3号棟住戸前廊下階別占有物特徴・占有率　　　　　　　　　　図9　南日：東住宅3号棟2階廊下利用状況

　　　　　（占有率下段カッコは面積規定前）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真2は矢印方向からみた様子
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　当日は、東側廊下踊り場に奉られている地蔵を西側廊下部分に移　　つらえ”は片づけられ、元の状態に戻る。

動させ、お供え用の机や、鐘、線香立て等を設置し、提灯をつる　　　（3）下寺改良住宅の屋上利用

す。また、各住戸より椅子を持ってくるものや、台となるものを用　　屋上の占有化をみると（図11、写真4）、下寺はとくにその論

意し、板を乗せて簡易の床几を作る等、人が集まれる場所づくりが　　用が多様である。その特色としては、積極的な占有がされ、路地的

行われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な占有が群として存在していることがあげられる。それは、植栽、

祭りが始まると、お坊さんはまず改良住宅の地蔵（1号一2号棟問　　盆栽から菜園までつくられ、そこに物置の設置や洗濯干し場として

の中庭にある）を最初に詣り、次いでこの廊下の地蔵を詣る。お経　　の利用も加わり戸建住宅の庭のように使われている。また屋上隅部

が終わると改良住宅および周辺の子供たちが集まり、「数珠回し」　　ではとくに占有されやすく、占有率も高い。ヒアリングによると、

と呼ばれる儀式が行われる。その後、子供達は、楽しみにしていた　　基本的には屋上は3階居住者によって利用されていることが多いと

お供え（お菓子など）をもらう。一段落すると、すぐにそれらの”し　　いわれている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．まとめ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本改良住宅にみられる外部空間の占有化は、共同住宅として永年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の間（定住的に）住み続けられていく過程において、空聞的特性と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　占有意識の積極性という相互の関係によって、共有空間の再構成が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　起こっているものであると考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以下に占有化の特徴を示す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①共有空間の共有性（公共性）の度合いによって占有化の状況を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真3　みると註戸前や二等かなり私的な紛と逆に公的な紛におい

　　　　．。三モ1　　蓉　懸盤論購撒諏二段鋤ある程
　　　　楕子　　　　　　　．　　　　　　　・脚　　　　　　②同じ共有空間部分であってもその空間的特性により占有化に違

器嘉窪II・．・齢＿両鐙　離嘉ダ灘皇嶽搬魏課鷺繕

繍・載　　1鱒捷有灘論の占有は特徴的であ・、醐な利用が他の共有

　　　　　膨脹　　　　　1’　　画聖些些二を1二離；、諜雅難盛典思薫

　　　　　　　　　1　　　　　　　的な占有醐える．
　　　　　　　　　　　　　　　　oF＝一㈹　　　④占有種類別には、比較的開放的な部分で路地的占有が大きく、

　　図10　南日東改良住宅地蔵盆3号棟2階階段室利用状況図　　　積極的な占有がされやすい。閉鎖的な部分では・出し二等の（固定

　　　　　写真3は中央階段室地蔵盆（数珠回し）の様子　　　　　　的）必然的な占有等による大きな占有がされるとともに、消極的な

　　　　　　　轡∴1こ∴撫鋭籠

．一、．螺、　　…輝。15…
　　　　　　　　　　　　　　　図11　下寺住宅7号棟屋上利用状況（写真4は矢印：方向からみた様子）
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占有となりやすい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て報告している・なお・本諭文を含めた一連の研究｝よ寺川政司に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よる「戦前不良住宅の変容過程からみた住環境形成に関する研究一大
　⑤共有空間占有に関しての合意形成をみると、基本的には「通行　　　　阪市営下寺・日東改良住宅を事例として」〈修士論文〉をもとにしたも

や作業偏する必鶏小限の部分を臆各自の住葡・それ燵注，？欝麦献，，な。があげ、れ。が、ここで。建築。醐視点

結する共有性の低い共有空間について占有できる。」という住民間　　　からのアプローチとして共有空間をパブリック・スペースとプラ

の暗黙の了解の元に成り立・ている（・階通路および住戸前中庭で　て㌻よ二郷瀦駿諾ζy鵜繍論臓

は1階居住者が利用することが多く、3階踊り場および屋上では3　　　　ついて分析している。とくに表だしやあふれ出しを生活装置とし

階居儲が利肘・率が醐．　　　　　注，鐸猫瓢篠一極的。有が大。，なれば柵。。環境。
　⑥本住宅における占有における特徴的な事例としては、　　　　　　　　ベルが高くなり・逆に消極的占有が大きくなれば・共有空間が放置され
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ていくことにつながるものである。
　’廊下型における「立体路地的な占有」や屋上での「屋上庭園　　　　　なお、「出し家」に関しては、先行発表諭文1）においてその形態的

（農園）四目有・などがあげ・れ・が・積極性を・・た・郁　 講潜門篭二野翌翌嚢軽礎墓二七慧
住環境に豊かさを与えるとともに、その占有物を通した交流が住民　　　　住意識および生活スタイルの変遷からみた居住空間の拡張という視点に

の櫃関係をつなげる顛な役割を担・て・・る・　　　注、野1縷綴轟離籏築細、。いて、鯵翌翌、，猟

　・祭という“ハレ”の場でおこる「占有の一時的な共同利用化」　　注5）とくに住戸前部分の占有化の考察では、共有空間を「住戸前に物を

帖有された住宅麟の二瀬点（サ・ン）的利用・等に関して　簾濃蝦開門門門鵬乱灘礪ぞ門門
は、　「占有」が単なる固定的な専用利用ではなく、そのときどきに　　　　ては・廊下型ではその扉幅80cmから廊下に向けた延長部分を、階段室

おいて共切・利用・れることで、積極性をも・た舗として伽　雑犠藍碧纏謝朧槻謝懇霧撫藷
ていることを示している。これらの占有の事例は、結果的に住宅居　　　　のことである・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注6）5つの分類に関しては、既往研究で用いられる共有空間の利用に
住者の交流を図り・紐帯を強める役割をもつという「占有化の構　　　　関する指標としては、一般的に、収納が不十分なために家の前にあふれ

造・を構成す・ひ・つの様相でもあると・え・・　　　　袖幅舞懲鉢鴇細螺撃麗1競紫罵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　されているが（参考文献5）、本田文では「必然性」と「占有意識

以上の結果をみると・本論文で示・た占醐・よ砧有行為の分　欝朧講ξ縄蟄瀦羅疑樹影概里
下による占有の特徴が、既存研究で示されていた建築形態論特性や　　　　位置づけ（必然的占有）、その他の「あふれ出し」を再分類し、本住宅

空間の開放性等による占有の特徴を示す結果・な・た．・同時に占　舗矯講雛灘鶴職漁簸搬艦轟

有意識の積極性という視点においてみたとき、これまで共有空間を　　　　様々であるが・ここでいう占有行為に関する指標については、あくまで

雑然・するといわれてきたあふれ出しが、本対象住宅では積極的占　箋響器為；礫欝裏雛壕糟的・消極的とは・占有

有として位置づけられる部分があることが示されたといえる。これ　　注7）建設当時・まだ洗濯機が存在していないことから住戸内には計
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　画されておらず、屋上の共同洗濯場が用意されていた。現在、と
までの「表出」や「あふれ出し」では捉えきれないより段階的な関　　　　くに廊下型では水廻りの関係から住戸前廊下部分に出して利用し

二二㈱性）があ・・とがわか尭　　　　　注，丁レ論。示した，轍、はd帖以上で扉のつ。たよ，な一般的

　占有における居住者間のギャップ（不平等性）があり、燦然とし　　　　な「物置」のことであり、カラーBOXに代表される移動の容易な

た利用・多く・安三等問題・な・部分・多いこと｝・事実である・注、，「 I輝輝協ら緊調不能な部分が融と，。そ
しかし他方で、手入れの行き届いた盆栽や、個人の祠、床几など各　　　　の部分では密集して出し家が接続されていることが多い．具体的

住戸ごとに豊かな表情がある・とも確かである．なかで・⑥で示し　鵯醜犠1讐計講壇1繋羅、賭㌘撒誘

た事例は特筆されるものである。居住者が占有を進め、自律的管理　　　　る・
によ。て生まれた外部空間利用の多様性をみると、・表出・・や注1 e溝謙蕃享摺鯉蟹編畠瀦灘讐欝
「あふれ出し」が居住者の生活、あるいは住宅を構成する一部とし　　　　有性を持っていることを示すものであり・「占有化の構造」を構成する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひとつの様相であるとしてとらえている。
て生活スタイル（共同体、住空聞）のなかに位置づけられるものと　　　　なお、この祭りは、図9右上階段室で行われている。

なっている。各居住者の空間利用におけるぎりぎりの選択の結果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献
が、　「占有」という原初的な住まい方の姿としてあらわれ、そのせ　　　1）寺川政司「戦前不良住宅の変容遇程からみた住環境形成に関する研究

めぎあいのなかから・当初の計画（意図）では収ま・ない独自の住，，委畿艶驕1凝繋覧謬翻罧晶摺師灘。大

空聞がつくり出されたものであるといえる。　　　　　　　　　　　　　　阪市営下寺・日東改良住宅の建設とその空間構成、および出し家（増
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　築）空間に関する研究」日本建築学会計画蛮野文報告集、513号、
　　注　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1998．11

　注1）本論文の関連論文として、「戦前不良住宅地区改良事業による大阪市　　　3）住田昌二「不良住宅地区改良の研究」〈学位論文＞1967

　　営下寺・日東改良住宅の建設とその空間構成、および出し，家（増築）空　　　4）大月敏雄「集合住宅における経年高距環境運営に関する研究」〈
　　間に関する研究」および「下寺・日東改良住宅における60年におよぶ　　　　　学位諭文＞1997．3

　　居住者特性と住み方・住空間変容に関する研究」を用意している。ま　　　5）佐藤滋・高見澤邦郎他r同上会アパートメントとその時代』鹿島
　　た、それらを含めた全体としての研究目的は、本改良住宅を歴史的に重　　　　　出版会、1998，7

　　要な都市計画事業として位置づけ、復元実測調査を含めて、建築史的、　　　6）小林秀樹「集合住宅における共有領域の形成に関する研究」〈学位論文

　　生活史的に紀録保存していくことである。それは、歴史的建造物が場合　　　　　＞1985

　　によっては大正から昭和はじめのものまで保存されるようになっている　　　7）小林秀樹「集住のなわばり学」彰国社，1992．8
　　一方、庶民住宅にかかわる事業は、重要なものであっても現物での保存　　　8）青木義次・湯浅義晴「開放的路地空間での領域化としてのあふれ出し」

　　が行いえていない現状があるからである。本研究全体として実施した実　　　　　日本建築学会計画管守文報告集、449号、1993．7

　　態調査としては、ヒアリングを元にした①家族構成の変容と出し家を含　　　9）菊竹清訓・原田鎮郎「共有空間」　『都市住宅』47号、1972．1

　　めた住み方調査（住戸改善経歴）、②外部空間の利用を把握するための

　　欝果£鑑灘附言綴露屋購需i叢撚ξ　　　　・199・年・月10日原曲1998年・月18・鰍定・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一259一

安藤元夫　ホームページ




